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㌔幼児期以後の日本人とアメリカ人とでは多ぐの点薙相
違が認められるが隻階3），、

それが遺伝的要因によるか環境

的要因によるかは興味深い歌5！。，乳児期の母親の養育態

度に関し ては・』・アメリカ、人の母親は，’乳児をよ』り 多ぐ見

つめ，体全体で乳児をかわいが軌ド乳児ぺの話しかはが

盛んだが，1・、日本人の母親は，1乳児をおんぶしたりゆすづ

て抱いた軌 子も り歌を聞がせるごとが多いどいわれて

いるか7）。乳児自身に関 しては韓ア戴リガの乳児の方献

より活発に動いたσ遊んだゆしヂより幸福そう滋話し方

をし，・』日本の乳児の方がジ．∫よゆ受身的で，卜比較的静かで

あるといわれてい惹O婆身。凋生期の母子関係が小児の発

達に少なからぬ影響を与える可能性が指摘・さ・れて いる』！

が9即10≧それは文化的な背景によって種々の角度より分

析する必要があるみ今．回我々は， 』生後1痴4旧、目の新生

児をプラゼルトン新生児行動評価法1143）（以下BNBAS

と略す）で比較することにより，遺伝的ないし胎内環境

の相違，1凋生期の児の相違を考察しようと試みた6BNBAS

とは，、主と．して健康な新生児の行動を調欲る検査法であ

り，・』検者が新生児に種々の刺激を与えながら27種の行動

をぞれぞれ9点の尺度で採点する検査方法である。・．

H ・対、象

　黄色人種の日本人（東京都愛育病院出生の新生児）ど

アメリカ人の中の白人』 （米国ボスト 熔出生の新生児振を

それぞれ20人ずつ，男児10人女児10人matOhOd’戯aを

選びだし，た。対象新生児の選定基準は以下の通りである占

l① 三1．在胎週数が38週から41週の児

1③二．生後1二日から＝4》日までの児乙ダ ・

乙＝・．
rlピ11 ．』昏』」

、

、④ 臨床的に健康ど考えちれる児 鴛ミ・～1：』恋

、、 登出生体重が2ボ500喜以上の児・ 』！
1 ㌔、rl　』17

1／⑥1ご出生5分後の AP（｝AR指数が8点以上の児V
・’ 、⑦』局麻以外の麻酔は出生時母体に使用ゴしでいなレyこ…

　　と「∫尺…」ξllll荏1
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こ∵③」、母親の年齢ば18歳か、ら34歳まで・）のじ ・2…．

1、⑨う母親は妊娠g出産に関して重症な合併症を伴づで

く㌔f縄、ないこ、と1・ 呂・ 　　　　D、 執じrジ謡 ．ド．

1ニミ検査した時点での新生児の日齢はヂ日米とも各日齢で

の人数をr致させ・ビ平均値士標準偏差値は日米ども1．7上

112⊃日 であづた。全国の出生体重の中央値ぱ日米窓300

g前後の差があるが， 対象群の出生体重の平均値±標準

偏差値ば ・日本人の男児が3，256 上．36795女児が2，9661

卦251皇、レ 』アメ・リカ 人の男児が31752丘460唇， ＝女児が

31456価609》であった。母親の平均出産年齢は1 1・日本

人が28∫1土3，2歳， アメリカ大が26，5・ ＝L5．3歳であ、った5し

母親の経産歴は，1，日本人が初産17人経産3・人搭ア メ1リ・カ、

人が初産15人経産3人不明2人であづだ5．l　l

　　　　　　　　　　　　　　　　《　　ご／　』r
くン
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＝・BNBASの検査は，、評価法の信頼性検査に合格した加

藤が全て行なった。日米の評価の比較は鼻便宜的に平均、

値士標準偏差値で表わしジ廿検定で有意差（P〈0．05＞

のあ、うた結果に対してカイ平方検定で確認じたる評価の

桀計は13eve豆quster、Sc6rjng1飯14毛．を用沁て行な

った。この方法は，・、BNBASlでISfn且el 1以外の26種の行

動評価と神経学的反射の検査結果を，7つの群に分けて

評価する方法である。慣れの現象（1ight，鋤も16享・bel1‘
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pinpdckによるresponse　decrement），視聴覚刺激

への反応性（orientaもionの5項目とalertness），運

動能力（tOnUS・matUri嬉？u聖！動Siぢ咋13亭Se・aCしiv－

ity），状態の変化性（peak　of　excitement，rapiditX

of　buildup，irritability，1ability　of　state），状態め

調節能力（cuddliness，co珊ol飾lhty，＄e真f－q“ietingレ

hand－to－moutlD，自律調整能力（tremors，starしles，

skin淘反射 （今回の調査では比較しなかった）の7種

類の検査項目障分類してあり，得点の高レ）方がより良い

点数となる集計法である乙

w　結　果

　BNBASによる日米それぞれの27種の行動評価は，衰

1に平均値±標準偏差値で示す通りである。．ま た，表1

の行動評価値をSevenαuster　Scoringによって集計

し直した値を表2に分類別評価による日米比較として示

す。Rapidity　of　buildupとStartleの検査は都合によ

りアメリカ人では評価できなかった。ぞれ以外の検査項

目で日米の比較を行ない1危険率5彩以下で有意差のあ

った項目は以下の通りである。

　Response　decrementto　ra七tle．＆beU（ガラガラや

ベルの音を新生児に聞かせた場合，』聞かせ始めはその音

に反応して体を動かすが，同じ音を何回か続けて聞かせ

ると，しだいに慣れて反応しに・くく なる現象を調べる項

目）では， アメリカ人の方がそれらの音に慣れやすかっ

た。視聴覚刺激への反応性を調べる 6種の検査項目ではi

全ての項目で日本人の方が良く反応し，特に，αienta－

tion　inanimate　auditQry（ガラガラの音を新生児の

耳もとで聞かせた場合に，新生児がどの位ふりむいて反

応するかを調べる項目）では， 有意に日本人の反応性が

強かった。Defensive　movement（新生児の顔に布をか

ぶせた時に示す新生児の動き〉・でも，日本人の方が良く

反応した。自律調整能力の項目でも，日本人の方が調整

しやすく，たとえば，Lability　of　skin　color（皮膚色

の変化しやすさ）の検査項目では，日本人の方が皮膚色

の変化が少なかった。以上の項目は男女別に比較しても

同様の傾向が認められた。Smile（検査している約30分

の時問の間に新生児に何回微笑が観察されたか）の項目

では，アメリカ人は男女とも1度も微笑は観察されなか

ったが，日本の女児では10人中7人に，男児では10人中

1人に微笑が認あられた。以上の項目以外には日米で有

意差の生じた項目は見出されなかった。

V　考　察

　予備調査として日米20人ずっを比較検討し，以

下の可能性が考えられた。
1・ 壌移卯卑象、

二子宮内脚児岬頃か醐韻れてし’熔たとえば
子宮内血流音15≧一飛行場付近に住む妊婦で飛行機の爆

章151力暫トテープで俳句の畷16）などを毎日聞か

されていた場合，出生後に同じ音を聞かせると，コント

ロールと異なった反応を示すといわれている。また，妊

婦のアルコール常用は，新生児の慣れの現象を生じにく

くさせる17）ともいわれている。今回の調査で，アメリ

カの新生児では，ガラガラ（乾燥したトウモロコシをプ

ラスチック容器に入れて振った時に生じる音）やベル

（小さな鑓の音）に対して慣れやすかった。検査に使用

したベルやガラガラの音は，アメリカでは比較的よく聞

かれる音であるのに対し，日本では余り聞かれない音で

ある。たとえば，アメリカ（ボストン）では，ベルはお

もちゃとして比較的多く市販されており，また，教会の

鐘の音も比較的よく聞かれる。トウモロコシを料理に使

用することも多く，その際にガラガラの音が聞かれるこ

となどである。そして，慣れの現象を検査する4つの項

目の平均では日米に有意差はなかった。これらのことは，

慣れの現象に対して日米で差があると考えるより・，．アメ

リカ人の胎児は，母体の中にいる時から， ベルやガラガ

ラの音を比較的聞き償れていたと考えた方が考えやすい。

2．周囲の状況に対する新生児の反応性

　日本人は個人としては弱いが集団組織としては強いと

よくいわれる3）。今回の調査では，．視聴覚刺激に対する

反応は，有意に日本の新生児の方が優れており， ま牟，

顔に布をかぶせられた新生児の反応性も日本人の方が良

かった。これらのことは，周囲の状況をより敏感に感じ

て反応し，周囲の人達と相互依存晦こなりやすい傾向2・5〉

がジ新生児期にもすでに存在しているのであろうか。

3」 微　笑

Sしate2～6U）まで変化する検査時問中に，アメリ・カ

の新生児では微笑は一度も観察されなかったが， 日本の

新生児では有意に観察された。日本人はよく照れくさく・

て笑ったり，いやなことでも笑ってごまかしたりする魁

アメリカ人はいやな時には決して笑わないでいやな顔を

する。そのことが新生児期から存在するのであろうか・

　新生児。乳児の微笑は，微笑に対して人が社会的に応

答してくれることを通して微笑のもつ社会的意味を乳児

は見出していくともいわれるが1艶新生児も病的な状態

の時は苦しそうな顔をするし，授乳後など気分の良さそ

うな時には微笑がみられることの多いことは，日常よく

経験することである・日米の対象新生児は全員， 病院出
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生で・母児別室であり・できる範囲で母児を接触させ，

母乳栄養で毒る点では一致しているが，他の点で出生後

の状況に違いのある可能性も考えうれる。

4　その他
　皮膚色の変化は日本人の方が少なかったことは，もと

もとの皮膚色のためとも考えられる・しかし，一般にア

メリカ人と比べて日本人はおとなしくて静的であり19），

日本の新生児の自律調整能力の高いことと関連がある可

能性も考えられる。

W　まとめ

　日米の早期新生児をBNBASで比較し，ガラガラやベ

ルの音に慣れ多原応では米人の方が慣れやすく・周囲の

状況に対する反応では日本人の方が反応しやすく，自律

調整能力は日本人の方が調整しやすく， 微笑は米人では

認められなかったが， 日本人では時に認められた。

　本研究の要旨は第87回日本小児科学会にて発表した。

なお，本研究の研究費は，厚生省r母子相互作用研究

班」の研究費による。
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Comparison　of　Growth　and　Development　between　American

Caucasian　Newborns＆Infants　and　Japanese（1）

Comparison　beもween　American　Caucasian　Newboms＆Japanese　by　BNBAS

by

Tadaε磁KATO，EtsuJiro　TAKAHASHL
Takehiro　AMINO，Akiko　MARUO，

Reiko　YUKAWA，・

Noriko　KATO，and　Noboru　KOBAYASHI

　We　compared20A卑erican　Caucasian　neonates　with20Japanese（male10，female10，1．7士12days　of

age）using　Brazelton’s　Neonatal　Behavioral　Assessment　Scale．Chnically　healthy　fun－term　newboms

（5’APGAR≧8etc．）whQ　were　born　as　sかontaneous　vaginal　dehvery　by　healthy　mother（18－34years　of

age）wereselected，AbQut“Responsed6crement　to　rattle＆be11”American　newboms　more　habituated

the　sounds　of　rattle（Pく0、05）＆be11（Pく0・005〉．In　all　items　exam魚ed‘‘Orientation”Japanese　infants

more　reacted　to　visual＆auditory　stimuli（Pく0。001）、As“D6fensive　movement”Japanese　reacted　better

（P〈0，05）．About“L母bility　ofskin　color”Americans　were　more　labile（Pく0．01）．InJapanese　I　could

observe　smilein80ut　of20neQnates，butI　could　not　observe　in　Amer三cans（Pく0．005）．In　other　items　I

could　not　find　the　signif三cant　difference　between　Americans＆Japanese．

の
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